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１ 調査名称：福岡市交通基本計画策定調査 
 
 
２ 調査主体：福岡市 
 
 
３ 調査圏域：福岡市全域 
 
 
４ 調査期間：平成２０年度～平成２１年度 
 
 
５ 調査概要： 

近年、急速な少子高齢化の進展や地球規模での環境問題など、社会経済状況が大き

く変化しており、交通を取り巻く状況においても、自動車利用率の増加や公共交通の

衰退などの問題が生じてきている。 

福岡市では都市高速鉄道３号線の導入を機に鉄道等大量交通機関を主軸とする総

合交通体系の確立が望まれており、都市構造のあり方を含めた交通計画の検討も必要

となっている。 

そこで、第４回北部九州圏パーソントリップ調査の成果を踏まえ、今後想定される

交通課題を抽出し、社会経済状況の変化を考慮した交通体系や、公共交通ネットワー

クの質的な向上などについて検討を行い、様々な交通課題に対応し、福岡市における

交通計画を進めていく上で基本となる総合的な都市交通マスタープランを策定する。 
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＜調査成果＞ 

 

 １ 調査目的 
 

現在の「福岡市都市交通基本計画」は、本市交通政策を進めていくにあたっての

基本的スタンスや都市交通の基本的あり方を示したものであり、平成 8年 8月に策

定した第７次福岡市基本計画の交通分野を集約化することに加えて、北部九州圏パ

ーソントリップ調査等の基礎調査の分析結果や他の関連計画を反映した基本計画

として、これからの時代に求められる政策や方向性などを体系的にまとめたものと

して、平成 12 年 3 月に策定された。 

今回検討する福岡市都市交通基本計画の見直しは、平成 17 年度から実施した第

４回北部九州圏パーソントリップ調査等、最新のデータを踏まえ、少子高齢化や地

球環境問題などの社会経済状況の変化を考慮した交通体系・交通政策のあり方につ

いて検討を行い見直すものである。 

 

２ 調査フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①福岡市をとりまく社会情勢の変化 

②福岡市の概況 

③都市交通の現況 

④都市づくりの方向性 

⑤都市交通の課題 

(１)都市交通の現況と課題 

 

①基本姿勢 

②基本理念と目標像 

③都市交通の基本的方向とその展開 

(２)都市交通の基本計画 

 

①公共交通網 

②道路構想路線 

③都心部交通体系 

④自転車走行空間 

⑤地域を支える生活交通の支援・確保のあ
り方 

(３)都市交通施策の検討 

 

①第 1回 

・都市交通の現況 

・福岡市の交通課題 

 

 

②第 2回 

・基本計画の方向性 

・基本姿勢 

 

 

③第 3回 

・交通体系の目標像 

・個別テーマ 

 

 

④第 4回 

・全体整理 

・個別テーマ 

(４)都市交通懇談会の開催 



3 

 

３ 調査圏域図 

 

計画区域は福岡市とするが、策定にあたっては福岡都市圏など市域外に及ぶ広域

交通を視野に入れて検討する。 
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４ 調査成果 

 

 

本市都市交通の現況をふまえて、課題を以下のように整理する。 

都市交通の現況 都市交通の課題 

・都市計画道路の整備率は 71.4％（H19 年度末）

であり、政令指定都市の中で 5 位と比較的高く

なっている。（56％=H11） 

・一方で、都心部及びその周辺を中心に依然とし

て道路交通混雑がみられる。 

・交通事故が増加しており、なかでも高齢者の事

故が平成５年から平成 17 年で 2.4 倍に急増し

ている。 

・子どもが安全に通学できるよう交通安全対策や

安全な生活道路の整備が求められている。 

課題１ 子どもから高齢者まで誰もが安全

な交通環境の創造 

今後、急速に進行する高齢化に対応するため

には、鉄道駅、バス、歩行空間等のバリアフリ

ー化や、交通事故を未然に防ぐ交通安全対策に

より、子どもから高齢者まで誰もが利用しやす

い交通環境の創造が必要である。 

 

・鉄道利用は、平成 17 年の地下鉄七隈線開通後

に増加傾向にあるものの、地下鉄貝塚線・西鉄

貝塚線は沿線地域の利用伸び率が平成 8 年に比

べ 0.6 程度と低くなっている。 

・郊外部など人口の減少等によりバス利用者が減

少し、平成１４年以降 20 バス路線が休廃止す

る状況もみられる。 

・公共交通の利用は微増しているものの、それを

上回る勢いで平成５年から自動車利用が４.

４％増加している。 

・海上交通においては、引き続き島部や半島部の

生活路線としての充実に努めることが必要であ

る。 

課題２ 地域の実情に応じた生活交通の確

保 

郊外部など、人口の減少等によりバス利用者

が減少し、バス路線が休廃止となるなど、子ど

もや高齢者等の生活交通の確保が必要となって

いる。 

また、公共交通が不便な地域については、地

域の実情や特性に応じた新たな交通サービスの

活用も含め、地域との連携を図りながら検討を

進めていく必要がある。 

 

・平成 17 年に M7 クラスの福岡西方沖地震が発

生し、死者１名、負傷者約千名の被害を被った。 

・都市計画道路の整備率の向上など、防災性の高

い道路交通ネットワークが形成しつつある。 

 

課題３ 都市防災への対応 

水害や地震などの自然災害発生時にも、ライ

フラインや物資輸送ルートを確保することで被

害が最小となるような、災害に強い交通ネット

ワークの形成や都市機能の維持・復旧等を念頭

においた計画が必要である。 

・将来的にも自動車交通が更に増加することが予

想されていることや、二酸化炭素などの温室効

果ガスの排出は運輸部門で 1990 年度に比べ

20％増加していることから、地球温暖化の進

行などが懸念される。（低炭素社会） 

 

課題４ 環境にやさしい交通体系への転換 

地球温暖化など深刻化する環境問題に対応す

るためにも、過度な自動車依存から環境にやさ

しい鉄道やバスなど公共交通への転換が求めら

れており、公共交通ネットワークの強化や公共

交通の利便性向上、自転車利用の促進を図るこ

とが必要である。 

１ 都市交通の現況と課題 
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都市交通の現況 都市交通の課題 

・限られた財源のなかで既存ストックを有効に活用

した、コンパクトで持続可能な都市づくりが求め

られている。 

・アイランドシティなどまちづくりと一体となった

取組みが引き続き必要である。 

 

課題５ コンパクトな都市構造と一体と

なった交通体系の構築 

限られた財源のなかでコンパクトな都市構

造を維持していくにあたっては、都市構造と

一体となった交通体系の構築が必要である。 

そのため、既存交通施設を有効活用すると

ともに、今後の人口推移や少子高齢化の進行

等の社会情勢の変化を踏まえながら、将来の

交通需要に対応した交通体系づくりに取り組

むことが求められている。 

・アジアをはじめ海外との人流・物流が活発化し

ている。 

 観光入込客数：（1,465 万人/H11）→（1,686

万人/H19） 

 国際海上コンテナ量：（20.4 万 TEU/H5）→

（75.0 万 TEU/H19） 

・九州内における福岡県と他県との物流や旅客流

動も増加傾向にあり、平成 23 年の九州新幹線の

博多駅乗り入れに伴いさらなる広域交流の増加

が見込まれるとともに、拠点性が高まることが期

待される。 

課題６ 九州・アジアとの交流拡大への対

応 

九州やアジア諸国との人、モノの広域的な

交流の拡大に対応するためには、陸・海・空

の広域交通拠点の連携強化を図るとともに、

外国人居住者や国内外からの来訪者にもわか

りやすい交通環境の創造が求められている。

また、増加傾向にある広域圏からの交通や港

湾物流に対応するためには、広域交通ネット

ワークの形成が必要である。 

・都心部では、業務関連交通が多いことや、商業

集積が高いことから平日のみならず休日におい

ても道路交通混雑が発生している。 

・一方、都心部への自転車利用も平成５年から２.

２倍増加しており、自転車が加害者となる交通

事故の増加や放置自転車の問題がみられる。 

・都心部への公共交通利用は増加しているものの、

更なる利用促進が必要である。 

・九州新幹線の博多駅乗り入れに伴い、博多駅地

区における交通混雑対策が求められます。 

・エリアマネジメントの設立などまちづくりと一

体となった交通施策が求められている。 

・都心部内における魅力向上のためにも回遊性の

向上が求められている。 

課題７ 都心部の魅力向上を支える交通

の円滑化や回遊性の向上 

商業・業務機能が集積する都心部では、平日

や休日における道路交通混雑の緩和により、都

市の活力を支える都市交通の円滑化を図るこ

とが求められている。 

また、都心部の魅力を高めるために、回遊性

の向上を図ることや、自転車利用の増加に伴う

走行環境や駐輪場等への対応が求められてい

る。 

・エリアマネジメント組織である We Love 天神

協議会をはじめ、市民・企業や交通事業者、行

政の共働により交通施策に取り組んでいる。 

・本市では、道路等の公共施設に対する投資額は

減少傾向にあり、厳しい財政状況である。 

 

課題８ 市民・企業、交通事業者、行政の

共働による施策の推進 

都市交通を支えていくにあたっては、市民・

企業、エリアマネジメント組織、交通事業者、

行政の共働による施策の推進が必要である。 
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（１）交通基本計画の方向性について 

本市における交通基本計画の基本姿勢、基本理念、本市交通の目標像から都市交通施策の基本的

方向を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 都市交通の基本計画 
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（１）コンパクトで持続可能な都市構造を支える交通 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）子どもから高齢者まで誰もが安全で安心な交通 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

３ 交通体系の目標像と基本的方向 

 
目標像 

 鉄道やバスなどの公共交通を主軸とした交通体系づくりを進め、主要な拠点における駅の結節機能強化や、
拠点間を連携する交通軸の強化を行うなど、持続可能な都市構造を支える交通体系を目指します。 

都市交通施策の基本的方向  

１  都心部、副都心、地域拠点、新たな拠点における交通結節機能の充実 

・主要な拠点での鉄道とバスとの連携強化など交通結節機能の強化を図ります。 

２  拠点間を連携する交通軸の強化 

・公共交通を主軸とした交通ネットワークの形成を図り、拠点間の連携を強化します。 

３  交通需要に対応した道路ネットワークの構築 

・道路ネットワークの形成に向けた整備を行うとともに、整備効果や事業実現性などの視点から長
期未着手の都市計画道路について適宜見直しを行うなど、適切な道路ネットワークの確立を図り
ます。 

都市交通施策の基本的方向  

 
目標像 

 鉄道駅などのバリアフリー化や歩道などの交通安全施設等の整備を進め安全で快適な交通環境の創造に努
めるとともに、地域と一体となった取り組みにより、日常生活に必要となる生活交通が確保された子どもか
ら高齢者まで誰もが安全で安心に移動できる交通を目指します。 

また、地震などの災害にも対応できる交通体系を実現します。 

１  誰もが使いやすい安全、安心、快適な交通環境の創造 

・鉄道駅におけるエレベーターの設置やノンステップバスの導入など公共交通施設のバリアフリー
化を推進します。 

・通学路等を中心に歩行空間の整備を進めます。 

・高齢化の進行状況や公共交通のニーズなどの地域状況を踏まえ、地域・市民と一体となった取組
みにより、地域特性に応じた生活交通を確保します。 

・災害時の迅速な復旧に向けて、緊急輸送道路ネットワークを構築します。 
・避難や救援のための通路としての機能や、延焼を防止するための防災空間としての機能としての
目的も踏まえて道路整備を進めます。 

２  地域特性に応じた生活交通の確保 

３  災害に強い交通体系の実現 



8 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４）都心部の活力を支える交通 
 
 
 
 
 

 
 目標像４ 

 天神・博多駅地区をはじめとする都心部の更なる魅力向上を図るため、回遊性の向上や交通拠点の連携強
化により、都心部の活力を支える交通体系を目指します。 

また、都心部へのアクセスについては、過度な自動車利用から公共交通利用への転換などにより、都心部
の交通円滑化を図ります。 

１  公共 交 通機 関 による都心 部へのアクセス性 向上  

・都心部へのアクセスについては、公共交通のネットワーク化や結節機能の強化など公共交通機関
の利便性を高め、合わせて交通マネジメント施策を進めることにより、ハード・ソフト両面から
公共交通機関への転換を図ります。 

・都心部への不要不急の自動車交通の流入排除を図るなど、都心部における交通負荷や混雑の軽減
を図ります。 

・既存駐車場の有効活用やタクシー乗り場の適正配置、物流の適正処理により、交通円滑化を図り
ます。 

・歩いて楽しい歩行空間の形成や、安全で快適な自転車走行空間の形成、駐輪場の確保により、回
遊性の向上を図ります。 

・市民のみならず国内外からの来訪者が多い都心部においては、多様な来訪者にもわかりやすい交
通環境の形成を図ります。 

２  都心部の賑わいを創出する回遊性の向上 

３  都心部の交通の円滑化 

 目標像３ 
 ＣＯ２をはじめとする温室効果ガスの増加は地球温暖化の主な原因のひとつと言われており、過度な自動
車利用から環境にやさしい鉄道やバスなど公共交通利用への転換を促進することにより、低炭素社会の実現
を目指します。 

また、環境にやさしい自転車については適正な利用促進を、徒歩については促進を図ります。 
交通渋滞に伴う走行速度の低下は、温室効果ガスの排出を助長することから、様々な渋滞対策を行い、環

境負荷が少ない円滑な道路交通を目指します。 

都市交通施策の基本的方向  

１  環境にやさしい公共交通の利用促進 １  環境にやさしい公共交通の利用促進 

・鉄道・バスなどの公共交通の利便性向上や情報の提供・ＰＲなど公共交通の利用促進を図ります。
・過度に自動車に頼る状態から公共交通や自転車などを『かしこく』使う方向へと自発的に転換す
ることを促す取り組み（モビリティ・マネジメント）の推進により市民の行動変容を促進します。

・環境にやさしい自転車については、自転車走行空間の確保や駐輪場の整備など自転車利用の利便
性・安全性を高めます。 

・自転車の走行や駐輪などに関するモラル向上への取組みなど自転車の適正な利用を促進します。

・幹線道路のネットワーク化や交差点の改良などの渋滞対策により、環境負荷の軽減を図ります。
・高度道路交通システム（ＩＴＳ）を活用した交通円滑化等の施策の導入を検討します。 

２  自転車の適正な利用促進、徒歩の促進 

３  環境に配慮した道路交通施策の推進 

都市交通施策の基本的方向  

（３）公共交通を中心とした環境にやさしい交通 
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（５）アジアと九州との交流を支える交通 

 
目標像５ 

 九州・アジアなどからの人流、物流の増加に対応するとともに、広域的な交流をさらに促進するためにも、
広域ネットワークの形成を図り、陸・海・空の玄関口（広域交通拠点）の結節機能強化や外国人居住者や国
内外からの来訪者にもわかりやすい交通環境の整備を図ることにより、アジアと九州との交流を支える交通
体系を目指します。 

１  陸・海・空の広域交通拠点の交通結節機能強化や連携強化 

・博多駅、博多港国際ターミナル、福岡空港など広域交通結節機能の強化を進めるとともに、これ
らの陸・海・空の玄関口となるターミナルと都心との連携強化を図ります。 

・九州・アジアの玄関口として国内外からの来訪者にわかりやすい交通環境と情報提供に向けた取
組みを進めます。 

・鉄道・道路などの広域交通ネットワーク・拠点の強化を進め、物流の増大や広域化する連携・交
流を支える交通体系の確立を図ります。 

２  交流拠点都市に相応しいわかりやすい交通環境の形成 

３  広域的な連携・交流を促進する広域交通ネットワークの形成 

都市交通施策の基本的方向  



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


